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【目的】当研究室ではｺｰﾋｰに含まれるﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙの一種であるｸﾛﾛｹﾞﾝ酸が医薬品の苦

味をﾏｽｷﾝｸﾞする可能性を見出している。本研究では苦味を呈する塩基性医薬品と

してｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩を用いて、ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸とその加水分解物であるｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸に

よるｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩の苦味抑制効果について味覚ｾﾝｻを用いて評価した。更に、

その苦味抑制効果の機序を解明することを目的とし、ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸とｼﾞ

ﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩の混合物について 1H-NMR ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析を行った。【方法】ｸﾛﾛｹﾞﾝ

酸、ｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸をｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩溶液に混合した試料を、味認識装置 SA402B
（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｾﾝｻｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社）を用いて測定した。さらにｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌｪ酸、ｷ

ﾅ酸とｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩の混合物について 1H-NMR を測定し、得られたスペクト

ルデータを解析した。【結果と考察】味覚ｾﾝｻを用いた検討により、ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌｪ

酸、ｷﾅ酸をｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩溶液に混合した試料の苦味は各酸の添加量依存的に

抑制されることが明らかとなった。味認識装置により得られた結果とヒト官能試

験により得られた結果には有意な相関が認められたことから、味認識装置を用い

てｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸によるｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩の苦味抑制効果を評価出来るこ

とが示唆された。更に、1H-NMR ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析より、ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩はｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、

ｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸と混合するとｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝのアミノ基に隣接する部分のﾌﾟﾛﾄﾝに低磁場

ｼﾌﾄが認められ、ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌｪ酸、ｷﾅ酸のｶﾙﾎﾞｷｼﾙ基付近のﾌﾟﾛﾄﾝに高磁場ｼﾌﾄが認

められた。この結果から、塩基性医薬品であるｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ塩酸塩とｸﾛﾛｹﾞﾝ酸、ｶﾌ

ｪ酸、ｷﾅ酸の各酸との間に静電的相互作用が生じることによって、味覚ｾﾝｻの苦味ｾ

ﾝｻ膜への吸着が減少することによって苦味抑制効果が生じる可能性が示唆された。 


